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▲
東
日
本
大
震
災
犠
牲
者
へ
の
祈
り

－
特
集
－
地
震
防
災
を
考
え
る

東
日
本
大
震
災
か
ら
７
年
９
か
月
…

「
あ
の
日
」
を
忘
れ
な
い
…

〜
今
こ
そ
　想
定
外
を「
想
定
」す
る
と
き
　そ
の
先
の
未
来
へ
〜



　
大
船
渡
市
は
、
岩
手
県
の
南
東
部
に

位
置
し
て
い
ま
す
。
冬
季
で
も
ほ
と
ん

ど
積
雪
は
無
く
水
産
業
や
窯
業
（
セ
メ

ン
ト
）、
木
材
加
工
業
を
中
心
と
し
て

発
展
し
て
き
た
自
然
豊
か
な
人
口
約
４

万
人
の
市
で
す
。

　
小
・
中
学
校
で
は
子
ど
も
た
ち
の
元

気
な
声
が
響
き
わ
た
り
、
街
は
買
い
物

客
で
賑
わ
う
な
ど
、
い
つ
も
と
変
わ
ら

な
い
「
あ
の
日
」、
突
然
「
東
日
本
大

震
災
」
が
発
生
し
、
大
き
な
揺
れ
と
大

津
波
が
街
を
襲
い
ま
し
た
。

　
横
揺
れ
は
長
く
続
き
、
立
っ
て
い
ら

れ
な
い
程
で
周
囲
か
ら
悲
鳴
が
聞
こ

え
、
恐
怖
の
あ
ま
り
泣
き
出
す
人
も
い

ま
し
た
。
揺
れ
が
収
ま
り
、
す
ぐ
に
大

津
波
警
報
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。
人
々

は
声
を
か
け
合
い
、
高
台
へ
と
避
難
し

ま
し
た
が
、
地
震
発
生
か
ら
32
分
後
に

は
、
約
８
ｍ
を
超
え
る
真
っ
黒
な
津
波

が
押
し
寄
せ
街
を
の
み
つ
く
し
、
人
々

は
立
ち
尽
く
す
こ
と
し
か
で
き
ま
せ
ん

で
し
た
。

　
そ
の
後
、
多
数
の
住
宅
と
全
て
の
ラ

イ
フ
ラ
イ
ン
が
破
壊
さ
れ
た
た
め
、
多

く
の
住
民
が
避
難
所
で
の
生
活
を
強
い

ら
れ
ま
し
た
。
避
難
所
で
の
集
団
生
活

は
、
水
や
食
料
の
確
保
、
入
浴
、
医
療
、

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
な
ど
に
多
く
の
制
限
が

あ
る
な
ど
、
か
な
り
過
酷
な
も
の
と
な

り
、
場
所
に
よ
っ
て
は
、
約
５
カ
月
に

も
お
よ
び
ま
し
た
。
し
か
し
、
そ
の
中

で
も
自
治
会
を
中
心
に
、
避
難
者
自
ら

に
よ
る
避
難
所
運
営
が
行
わ
れ
、
住
民

の
協
力
と
助
け
合
い
に
よ
り
何
と
か
苦

難
を
乗
り
切
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　「
あ
の
日
」
か
ら
７
年
９
カ
月
が
経

過
し
ま
し
た
。
当
市
で
は
復
興
も
順
調

に
進
み
、
元
の
街
の
姿
に
戻
る
ま
で
、

あ
と
一
歩
の
と
こ
ろ
に
来
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
こ
の
間
に
も
、
全
国
で
は

さ
ま
ざ
ま
な
災
害
が
発
生
し
、
多
く
の

尊
い
命
が
失
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
人
の
力
で
「
自
然
災
害
」
を
止
め
る

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
減
災

の
た
め
、
事
前
に
備
え
る
こ
と
は
で
き

ま
す
。私
は
今
回
の
震
災
を
通
し
て「
事

前
の
備
え
」
が
い
か
に
重
要
な
こ
と
か

を
痛
感
し
ま
し
た
。

　
長
泉
町
の
皆
さ
ん
、
震
災
は
い
つ
発

生
す
る
か
分
か
り
ま
せ
ん
。
大
切
な
家

族
や
財
産
を
守
る
た
め
、
災
害
を
他
人

事
と
は
考
え
ず
、
自
ら
の
こ
と
と
考
え

て
く
だ
さ
い
。
や
は
り
「
自
ら
の
命
は

自
ら
が
守
る
」
し
か
な
い
の
で
す
。

　
皆
さ
ん
の
町
に
大
き
な
被
害
が
起
こ

ら
な
い
こ
と
を
心
か
ら
願
っ
て
い
ま

す
。

日
常
が

日
常
で
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く
な
っ
た
日

日
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が
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岩手県大船渡市からの手紙

　

岩手県大船渡市からの手紙

　
　平成23年 3 月11日㈮午後 2時46分、その地震は街を破壊した。
震度 6弱、発生した津波は 8ｍを越え、一瞬で354人の命を奪い5,572件の住宅を破壊した。
　想定外の震度、想定外の津波、想定外の被害。7 年が経過した今もその傷跡は深く、街も
被災された方の心の傷も癒えるには、まだ、時間が必要だ。
　そんな被災地から長泉町へ手紙が届いた…。

　平成23年 3 月11日㈮午後 2時46分、その地震は街を破壊した。
震度 6弱、発生した津波は 8ｍを越え、一瞬で354人の命を奪い5,572件の住宅を破壊した。
　想定外の震度、想定外の津波、想定外の被害。7 年が経過した今もその傷跡は深く、街も
被災された方の心の傷も癒えるには、まだ、時間が必要だ。
　そんな被災地から長泉町へ手紙が届いた…。

今こそ 想定外を「想定」するとき　その先の未来へ̶
地震防災を考える特集

岩手県 大船渡市 防災管理室　次長　大浦 公友さん

「人の力で
　自然災害の発生は止められない。
　　しかし、事前に備えることはできる。」

我
が
国
は
「
地
震
大
国
」

ー
過
去
の
地
震
を
忘
れ
る
こ
と
な
く
ー

①関東地震（関東大震災）
　大正12年 9月 1日 Ｍ7.9
　死者・行方不明者／105,385人
　地震の特徴／延焼火災など

②福井地震
　昭和23年 6月28日 Ｍ7.1
　死者／3‚769人、負傷者／22‚203人
　地震の特徴／家屋倒壊

③新潟地震
　昭和39年 6月16日 Ｍ7.5
　死者／26人、負傷者／447人
　地震の特徴／液状化災害

④兵庫県南部地震（阪神・淡路大震災）
　平成 7年 1月17日 Ｍ7.3
　死者／6‚434人、行方不明者／ 3人、負傷者／43‚792人
　地震の特徴／家屋倒壊・都市型災害

⑤新潟県中越地震
　平成16年10月23日 Ｍ6.8
　死者／68人、負傷者／4‚805人
　地震の特徴／中山間地災害

⑥東北地方太平洋沖地震
　（東日本大震災）
　平成23年 3月11日　Ｍ9.0
　死者／15‚885人、
　行方不明者／2‚623人、
　負傷者／6‚148人
　（平成26年 4月10日現在）
　地震の特徴／津波災害

⑦熊本地震
　平成28年 4月14日 Ｍ6.5（震度 7）、
　 4月16日 Ｍ7.3（震度 7）
　死者／161人、負傷者／2‚692人
　地震の特徴／震度7の連続災害

⑧北海道胆振（いぶり）東地震
　平成30年 9月 6日 Ｍ6.7
　死者／41人、負傷者／691人
　地震の特徴／土砂災害
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人　口：36,730人、
世帯数：15,037世帯
※平成30年10月末現在。

人　口：36,730人、
世帯数：15,037世帯
※平成30年10月末現在。
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に
起
こ
っ
て
い
る
地
震
に
は
連
動
性
が

あ
る
こ
と
が
分
か
り
、
そ
れ
ら
が
同
時

ま
た
は
時
間
差
を
置
い
て
起
こ
る
事
象

が
「
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
」
と
定
義

さ
れ
ま
し
た
。

　
な
お
、
国
の
地
震
調
査
委
員
会
は
、

こ
の
地
震
に
つ
い
て
、
今
後
、
30
年
以

内
の
発
生
確
率
を
70
〜
80
％
と
予
測
し

そ
の
発
生
は
日
々
、切
迫
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
現
在
の
科
学
的
知
見
か
ら
は
、

精
度
の
高
い
地
震
予
知
は
難
し
い
と
発

表
さ
れ
ま
し
た
。

　
昭
和
51
年
に
静
岡
県
を
中
心
と
し
た

東
海
地
域
で「
大
地
震
が
、明
日
起
こ
っ

て
も
不
思
議
で
は
な
い
」
と
い
う
東
海

地
震
説
が
発
表
さ
れ
、
こ
れ
以
降
、
静

岡
県
で
積
極
的
な
地
震
対
策
が
始
ま
り

ま
し
た
。
し
か
し
、
そ
の
後
の
地
震
研

究
に
よ
り
、
左
記
の
よ
う
に
東
海
・
東

南
海
・
南
海
の
３
つ
の
地
域
で
定
期
的

　地震が起こったら行政が助けてくれると考
えがちですが、現実は「自らの命・生活は自
らで守る」ことが必要になります。

「長泉町に期待
　他市町の模範に」

静岡県　建築安全推進課　主査
山口誉尊さん

「まちを守るため
　防災力の向上を」

長泉町　地域防災課　主事
室伏　大さん

「
東
海
地
震
」
か
ら

「
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
」
へ

　
地
震
な
ど
災
害
対
策
の
キ
ー
ワ
ー
ド

と
し
て
「
自
助
」「
共
助
」「
公
助
」
と

い
う
言
葉
を
聞
い
た
こ
と
が
あ
る
方
は

多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
災
害

の
被
害
を
軽
減
す
る
た
め
に
は
、
こ
の

３
つ
の
力
の
連
携
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

地
震
の
発
生
を
人
の
力
で
止
め
る
こ
と

は
で
き
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
自
ら
の
命

や
生
活
を
守
る
た
め
、
備
え
る
こ
と
は

で
き
ま
す
。
皆
さ
ん
、
こ
の
機
会
に
地

震
対
策
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

　
町
で
は
、
大
規
模
災
害
に
備
え
、
防

災
体
制
の
強
化
を
図
る
ほ
か
、
水
・
食

料
の
備
蓄
や
資
機
材
の
更
新
を
進
め
て

い
ま
す
。
ま
た
、
同
報
無
線
の
デ
ジ
タ

ル
化
や
避
難
所
の
マ
ン
ホ
ー
ル
ト
イ
レ

設
置
な
ど
ハ
ー
ド
面
の
整
備
を
計
画
的

に
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
各
区
の
自
主
防
災
会
と
連
携

し
て
防
災
訓
練
を
実
施
し
、
地
域
の
防

災
力
の
強
化
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　
町
民
の
皆
さ
ん
に
は
、
一
人
一
人
が

災
害
へ
の
強
い
関
心
を
持
ち
、
こ
の
広

報
に
掲
載
し
て
い
る
「
自
助
」「
共
助
」

の
た
め
の
備
え
に
つ
い
て
真
剣
に
取
り

組
ん
で
ほ
し
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
過
去
の
事
例
か
ら
も
震
災
か
ら
命
を

守
る
有
効
な
手
段
は
、
住
宅
の
耐
震
化

で
す
。
そ
し
て
、
住
宅
が
無
事
か
無
事

で
な
い
か
に
よ
り
、
そ
の
後
の
生
活
再

建
に
時
間
的
に
も
経
済
的
に
も
大
き
な

差
が
出
ま
す
。

　
長
泉
町
は
、
行
政
が
行
っ
て
い
る
無

料
耐
震
診
断
の
実
施
率
が
県
内
１
位
、

耐
震
補
強
工
事
実
施
率
も
県
内
２
位
と

防
災
意
識
の
高
い
町
で
す
。
今
後
も
耐

震
化
や
備
蓄
、
防
災
訓
練
に
参
加
す
る

な
ど
減
災
に
努
め
、
震
災
時
に
は
「
他

市
町
を
助
け
る
町
」
と
な
っ
て
い
た
だ

け
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

災
害
対
策
の
基
本
は

　「自
助
」「
共
助
」「
公
助
」

※

南
海
ト
ラ
フ…

東
海
沖
か
ら
九
州
沖
の
太
平
洋
の

　海
底
に
延
び
る
溝
状
の
地
形
（
ト
ラ
フ
）。

　静岡県では、東日本大震災の教訓を生かして被害想定の見直しを行い 、｢静岡県第 4次地震被害想定｣ を
策定しました。想定では、発生する地震をレベル 1、レベル 2に区分し被害の想定を行っています。

〈巨大地震の被害想定〉

INTERVIEW

「自助」「共助」「公助」の配分割合

自助:1自助:1
共助:2共助:2
公助:7公助:7

自助:7自助:7
共助:2共助:2
公助:1公助:1

予想 現実

地
震
防
災
最
前
線

自らの命は
自らが守る
（個人・家族）

自助自助

私たちの地域は
私たちが守る
（地域）

行政機関などが守る
（消防、警察、
自衛隊など）

公助公助共助共助

連携

支援 支援 1498年　明応　　M8.4

1854年　安政東海　　M8.4

1605年　慶長　　M7.9

1707年　宝永　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 M8.4

1605年　慶長　　　　M7.9
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1854年　安政南海　　M8.4

1946年　南海　　　　M8.0 1944年東南海M7.9 空
　白
　域

太平洋岸で起こった過去の大地震と想定震源域

レベル1の
地震

　発生頻度が比較的高く（約100～ 150年に 1 回）、
発生すると大きな被害をもたらす地震

レベル2の
地震

　発生頻度は極めて低いが、発生すると甚大な被
害をもたらす、あらゆる可能性を考慮した最大ク
ラスの地震

発災直後のライフラインなどの被害想定 応急復旧
期間予想

電 力 9割程度が停電、4日後でも 1割弱程度が停電 1～ 2週間

電 話 固定電話は 9割程度、携帯電話は全地域で不通 1～ 2週間

上 水 道 ほぼ全域で断水、1週間後でも給水人口の 5割以上
で断水 4～ 6週間

下 水 道 処理人口の 5～ 7割程度が機能支障 2～ 5週間

ガ ス 都市ガスは供給停止率 7～ 8割程度 4～ 6週間

エレベーター 震度 4相当以上でほぼ全てのエレベーター停止 電力復旧・
点検後

※LPガスは、発災直後に 3～ 4割程度で機能支障が発生するが、点検後、早期の復旧が可能。

第 4次地震被害
想定の概要

南海トラフ沿いで発生する地震
レベル1

（東海・東南海・南海
地震）

レベル2
（南海トラフ巨大地震）

マグニチュード 8.0 ～ 8.7 程度 9 程度
震度 7 の地域 344 ㎢ 344 ～ 732 ㎢
最大津波高 11m 33m
人的被害
（死者数）

地 震 約16,000 人 約105,000 人
うち津波 約 9,000 人 約 96,000 人

※冬、深夜、早期避難率が低い場合で想定。

南海ト
ラフ

南海地震南海地震
東南海地震東南海地震

東海地震東海地震

東海・東南海・南海地震
（レベル1）の想定震源域

この期間は、地震活動の
空白域とよばれています。
1854年以降、地震が発生して
おらず、近い将来、巨大地震の
発生が予想されています。

南海トラフ巨大地震
（レベル2）の想定震源域

今こそ 想定外を「想定」するとき　その先の未来へ̶
地震防災を考える特集
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に
起
こ
っ
て
い
る
地
震
に
は
連
動
性
が

あ
る
こ
と
が
分
か
り
、
そ
れ
ら
が
同
時

ま
た
は
時
間
差
を
置
い
て
起
こ
る
事
象

が
「
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
」
と
定
義

さ
れ
ま
し
た
。

　
な
お
、
国
の
地
震
調
査
委
員
会
は
、

こ
の
地
震
に
つ
い
て
、
今
後
、
30
年
以

内
の
発
生
確
率
を
70
〜
80
％
と
予
測
し

そ
の
発
生
は
日
々
、切
迫
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
現
在
の
科
学
的
知
見
か
ら
は
、

精
度
の
高
い
地
震
予
知
は
難
し
い
と
発

表
さ
れ
ま
し
た
。

　
昭
和
51
年
に
静
岡
県
を
中
心
と
し
た

東
海
地
域
で「
大
地
震
が
、明
日
起
こ
っ

て
も
不
思
議
で
は
な
い
」
と
い
う
東
海

地
震
説
が
発
表
さ
れ
、
こ
れ
以
降
、
静

岡
県
で
積
極
的
な
地
震
対
策
が
始
ま
り

ま
し
た
。
し
か
し
、
そ
の
後
の
地
震
研

究
に
よ
り
、
左
記
の
よ
う
に
東
海
・
東

南
海
・
南
海
の
３
つ
の
地
域
で
定
期
的

　地震が起こったら行政が助けてくれると考
えがちですが、現実は「自らの命・生活は自
らで守る」ことが必要になります。

「長泉町に期待
　他市町の模範に」

静岡県　建築安全推進課　主査
山口誉尊さん

「まちを守るため
　防災力の向上を」
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　静岡県では、東日本大震災の教訓を生かして被害想定の見直しを行い 、｢静岡県第 4次地震被害想定｣ を
策定しました。想定では、発生する地震をレベル 1、レベル 2に区分し被害の想定を行っています。
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太平洋岸で起こった過去の大地震と想定震源域

レベル1の
地震

　発生頻度が比較的高く（約100～ 150年に 1 回）、
発生すると大きな被害をもたらす地震

レベル2の
地震

　発生頻度は極めて低いが、発生すると甚大な被
害をもたらす、あらゆる可能性を考慮した最大ク
ラスの地震

発災直後のライフラインなどの被害想定 応急復旧
期間予想

電 力 9割程度が停電、4日後でも 1割弱程度が停電 1～ 2週間

電 話 固定電話は 9割程度、携帯電話は全地域で不通 1～ 2週間

上 水 道 ほぼ全域で断水、1週間後でも給水人口の 5割以上
で断水 4～ 6週間

下 水 道 処理人口の 5～ 7割程度が機能支障 2～ 5週間

ガ ス 都市ガスは供給停止率 7～ 8割程度 4～ 6週間

エレベーター 震度 4相当以上でほぼ全てのエレベーター停止 電力復旧・
点検後

※LPガスは、発災直後に 3～ 4割程度で機能支障が発生するが、点検後、早期の復旧が可能。

第 4次地震被害
想定の概要

南海トラフ沿いで発生する地震
レベル1

（東海・東南海・南海
地震）

レベル2
（南海トラフ巨大地震）

マグニチュード 8.0 ～ 8.7 程度 9 程度
震度 7 の地域 344 ㎢ 344 ～ 732 ㎢
最大津波高 11m 33m
人的被害
（死者数）

地 震 約16,000 人 約105,000 人
うち津波 約 9,000 人 約 96,000 人

※冬、深夜、早期避難率が低い場合で想定。
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この期間は、地震活動の
空白域とよばれています。
1854年以降、地震が発生して
おらず、近い将来、巨大地震の
発生が予想されています。

南海トラフ巨大地震
（レベル2）の想定震源域

今こそ 想定外を「想定」するとき　その先の未来へ̶
地震防災を考える特集
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　発災時に命を守るためには、住宅の耐震化
は急務です。
　建築基準法が改正された昭和56年 5 月31日
以前に建築着工した建物は、「旧耐震基準」
で設計されており、地震に対する安全性が低
いと言われています。想定外の「震災」に備
えるため、今回、一軒の耐震工事に関わった
人たちにインタビューしました。

　発災時に命を守るためには、住宅の耐震化
は急務です。
　建築基準法が改正された昭和56年 5 月31日
以前に建築着工した建物は、「旧耐震基準」
で設計されており、地震に対する安全性が低
いと言われています。想定外の「震災」に備
えるため、今回、一軒の耐震工事に関わった
人たちにインタビューしました。

　
こ
れ
ま
で
耐
震
診
断
補
強
相
談
士
と
し

て
町
内
で
１
０
０
軒
近
く
の
木
造
住
宅
の

耐
震
診
断
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
の
う

ち
99
％
が
今
の
耐
震
基
準
を
満
た
し
て
い

な
い
結
果
と
な
り
ま
し
た
。
住
宅
は
生
活

の
基
盤
で
あ
り
、
住
宅
が
無
事
か
ど
う
か

で
、
そ
の
後
の
生
活
が
大
き
く
変
わ
り
ま

す
。

　
耐
震
工
事
の
多
く
は
、
住
民
の
方
が
生

活
し
な
が
ら
の
工
事
と
な
り
ま
す
。
そ
の

た
め
、
工
事
前
に
入
念
に
打
ち
合
わ
せ
を

行
い
、
日
常
の
生
活
に
極
力
負
担
の
無
い

よ
う
な
工
事
を
行
う
こ
と
を
心
が
け
て
い

ま
す
。
　

　
大
切
な
命
を
守
る
た
め
に
も
、
建
て
直

す
予
定
が
無
い
方
は
、
早
め
の
耐
震
補
強

工
事
を
お
勧
め
し
ま
す
。

　
防
災
の
基
本
は
「
自
助
」
で
す
。
発
災
時
に
自
分
の
命
を
守
る
こ

と
が
で
き
な
け
れ
ば
、
助
け
を
求
め
る
家
族
や
友
人
、
隣
人
を
助
け

に
行
く
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。「
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ま
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、
近
年
起
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災
害
の
事
例
か
ら
も
「
自
助
」
の
重
要
性
が

最
も
高
い
こ
と
が
実
証
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
こ
で
は
、
私
た
ち
が
取

り
組
む
べ
き
５
つ
の
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自
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の
取
り
組
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を
紹
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し
ま
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。
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命
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が
守
る

地
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防
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最
前
線

求
め
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れ
る
「
自
助
」
の
重
要
性

　大規模災害から身を守るためには、住んでいる地域の災害予測範
囲や被害程度などのリスク情報を知ることが大切です。
　ハザードマップなどを確認し、災害時にどう行動すべきか、事前
に家族で話し合っておきましょう。

①住む場所の「災害リスク」を知ろう !!
～今すぐ始めよう 自助の勧め～

　阪神淡路大震災や熊本地震での死亡原因の８割は住宅の倒壊による
ものでした。木造住宅の無料耐震診断や耐震設計・補強工事の補助金
を利用して、震災後も安心して自宅で生活ができるよう耐震補強を行
いましょう。

②まずは住宅の耐震化を行い「地震に強いわが家」にしよう !!
～今すぐ始めよう 自助の勧め～

町のハザードマップ

長泉町　災害

※ハザードマップは、地域防災課でも
　配布しています。

静岡県の地理情報システム

静岡県GIS

プロジェクト 東海・倒壊TOUKAI　　－０〔　〕
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電話１本で耐震診断を
無料で受けられます。

補強計画に基づき、
耐震補強工事を
実施します。

※現場見学会などの実施により、
　さらに15万円の割り増し
　があります。

【補助額】60万円
（全世帯員が 65歳以上の場合は
 100万円）

どこを補強するのか
補強計画を作成し
工事費も算出します。

※図面の有無、耐震診断の有無に
　よって補助額が変わります。

【補助額】
 14万4千円～26万9千円
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ツーワン スリー

専門家の
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　　☎989－5521
問　建設計画課
　　☎989－5521

無料

そのほかの対策を
行いましょう !!

・家具の固定
・非常持ち出し品の準備
・水や食品などの備蓄　など
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キーワードは
「昭和56年以前の木造住宅」
キーワードは
「昭和56年以前の木造住宅」

※知り合いの工務店や建築士に相談してください。
　誰に頼んでよいか分からない時は、建設計画課の
　名簿をご覧ください。

従兄弟の
健一君のお家は
大丈夫かな？

従兄弟の
健一君のお家は
大丈夫かな？

そんな時は
これで調べて
教えてあげてね !

そんな時は
これで調べて
教えてあげてね !
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　発災時に命を守るためには、住宅の耐震化
は急務です。
　建築基準法が改正された昭和56年 5 月31日
以前に建築着工した建物は、「旧耐震基準」
で設計されており、地震に対する安全性が低
いと言われています。想定外の「震災」に備
えるため、今回、一軒の耐震工事に関わった
人たちにインタビューしました。
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目安は

普段、1日に
何回トイレに行くか
考えてみよう

「
自
助
」 

〜
自
ら
の
命
は
自
ら
が
守
る

　巨大地震が発生すると、被害範囲が広範囲となり、ライフラインが寸断されるとともに、
道路も被害を受け物流が麻痺し食料や生活必需品の入手が困難となることが予想されます。
このような事態に備え、「日常備蓄」を行いましょう。
　日常備蓄は、特別に「災害用の備蓄」を行うのではなく、日ごろから自宅で利用している
ものを少し多めに備え、発災時にも自宅で継続して生活することを目的としています。非常
時の買い占めではなく、普段の生活の中で無理なく、無駄なく備えましょう。

　災害時に備えた食料や飲料水の備蓄は少しずつ浸透してきましたが、「携帯トイレ」の備蓄も忘れて
はいけません。生きる上で「食べること、飲むこと」と「排泄すること」はセットです。水道が止まり、
下水道が破損したら排泄物を流せなくなる場合があります。また、「避難所のトイレを使うから備蓄は
しない」との声も聞きますが、トイレの度に避難所まで行くことは現実的ではありません。

ター、ラインなどの新たな伝達手段を活用しましょう。
　災害は家族と一緒にいる時に起こるとは限りません。そして、家族と連絡が取れないことは、精神的
に大きな負担となります。
　あらかじめ家族と話し合い、災害時の連絡方法や集合場所などを決めておきましょう。

③自宅に 1週間分以上の水や食料などの「日常備蓄」を !!
～今すぐ始めよう 自助の勧め～

④「携帯トイレ」も備蓄しよう !!
～今すぐ始めよう 自助の勧め～

　東日本大震災では固定電話や携帯電話がつながらなくなりました。
これは、安否確認の電話が殺到し回線が混雑したためです。このよう
な状況では、本当に必要な生死を分けるような電話がつながらなく
なってしまいます。
　災害用伝言サービスやインターネットのＥメール、ＳＮＳ、ツイッ

⑤災害時の安否確認方法など「防災家族会議」を開こう !!
～今すぐ始めよう 自助の勧め～

自宅にある食品、飲料水を活用して無理なく備蓄 !!
自宅での日常備蓄の例（１人分）

　1日３ℓ×７日＝21ℓ

飲料水

　停電時の調理にカセットコンロとガスボ
ンベは欠かせません。温かい食事を調理す
るために多めの備蓄をしましょう。

カセットコンロは必需品

・お米※１食 75g 程度。
・乾麺（うどん、パスタ）
・カップ麺
・レトルトご飯
・シリアル
・食パン　など
３食×７日＝21食

主食（炭水化物の確保）

・レトルト食品
　（カレー、
　パスタソースなど）
・缶詰（肉、魚）
・牛乳
・かつお節　など
３食×７日＝21食

主菜（タンパク質の確保）

・調味料 
　（塩、みそ、しょうゆ など）
・野菜
・フリーズドライ食品  
　（みそ汁、スープ）
・缶詰（果物）
・常備薬　など

副菜・その他

　日常的に使う食品や備蓄食料を定期的に食べて、食べた
分を買い足していく備蓄方法。賞味期限の早いものから先
に使えるよう収納を工夫すると上手に循環できます。

ローリングストック法（回転備蓄）を利用しよう !!

　※「携帯トイレ」はホームセンターなどで購入できます。

携帯トイレ、どれくらいの数を備えたらいいの？

無料電話や無料
メールアプリ「LINE」
活用方法！

　LINEは電話回線がつながってい
なくても、インターネットがつなが
っていれば、利用できます。※災害用伝言ダイヤルの詳細は「NTT  171」で検索。

※各携帯会社のアプリもあります。

NTT災害用伝言ダイヤル（171）を利用しよう !!
　災害時にサービスを開始します。毎月 1日、15日などに体験利用できます。

録音 /再生時のダイヤル方法　録音時間 /1伝言30秒以内

□□□…□…□□□…□□□…□□□□…録音1 1 1 0×× ××× ××××7

□□□…□…□□□…□□□…□□□□…再生1 1 2 0×× ××× ××××7

被災地内のNTTの自宅電話番号

◆録音するときは

◆再生するときは

ボンベ１本で1.5ℓの
お湯が約10回つくれます。

カセットコンロ・カセットボンベ

を目安に備蓄しよう

今こそ 想定外を「想定」するとき　その先の未来へ̶
地震防災を考える特集
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下水道が破損したら排泄物を流せなくなる場合があります。また、「避難所のトイレを使うから備蓄は
しない」との声も聞きますが、トイレの度に避難所まで行くことは現実的ではありません。

ター、ラインなどの新たな伝達手段を活用しましょう。
　災害は家族と一緒にいる時に起こるとは限りません。そして、家族と連絡が取れないことは、精神的
に大きな負担となります。
　あらかじめ家族と話し合い、災害時の連絡方法や集合場所などを決めておきましょう。

③自宅に 1週間分以上の水や食料などの「日常備蓄」を !!
～今すぐ始めよう 自助の勧め～

④「携帯トイレ」も備蓄しよう !!
～今すぐ始めよう 自助の勧め～

　東日本大震災では固定電話や携帯電話がつながらなくなりました。
これは、安否確認の電話が殺到し回線が混雑したためです。このよう
な状況では、本当に必要な生死を分けるような電話がつながらなく
なってしまいます。
　災害用伝言サービスやインターネットのＥメール、ＳＮＳ、ツイッ

⑤災害時の安否確認方法など「防災家族会議」を開こう !!
～今すぐ始めよう 自助の勧め～

自宅にある食品、飲料水を活用して無理なく備蓄 !!
自宅での日常備蓄の例（１人分）

　1日３ℓ×７日＝21ℓ

飲料水

　停電時の調理にカセットコンロとガスボ
ンベは欠かせません。温かい食事を調理す
るために多めの備蓄をしましょう。

カセットコンロは必需品

・お米※１食 75g 程度。
・乾麺（うどん、パスタ）
・カップ麺
・レトルトご飯
・シリアル
・食パン　など
３食×７日＝21食

主食（炭水化物の確保）

・レトルト食品
　（カレー、
　パスタソースなど）
・缶詰（肉、魚）
・牛乳
・かつお節　など
３食×７日＝21食

主菜（タンパク質の確保）

・調味料 
　（塩、みそ、しょうゆ など）
・野菜
・フリーズドライ食品  
　（みそ汁、スープ）
・缶詰（果物）
・常備薬　など

副菜・その他

　日常的に使う食品や備蓄食料を定期的に食べて、食べた
分を買い足していく備蓄方法。賞味期限の早いものから先
に使えるよう収納を工夫すると上手に循環できます。

ローリングストック法（回転備蓄）を利用しよう !!

　※「携帯トイレ」はホームセンターなどで購入できます。

携帯トイレ、どれくらいの数を備えたらいいの？

無料電話や無料
メールアプリ「LINE」
活用方法！

　LINEは電話回線がつながってい
なくても、インターネットがつなが
っていれば、利用できます。※災害用伝言ダイヤルの詳細は「NTT  171」で検索。

※各携帯会社のアプリもあります。

NTT災害用伝言ダイヤル（171）を利用しよう !!
　災害時にサービスを開始します。毎月 1日、15日などに体験利用できます。

録音 /再生時のダイヤル方法　録音時間 /1伝言30秒以内

□□□…□…□□□…□□□…□□□□…録音1 1 1 0×× ××× ××××7

□□□…□…□□□…□□□…□□□□…再生1 1 2 0×× ××× ××××7

被災地内のNTTの自宅電話番号

◆録音するときは

◆再生するときは

ボンベ１本で1.5ℓの
お湯が約10回つくれます。

カセットコンロ・カセットボンベ

を目安に備蓄しよう

今こそ 想定外を「想定」するとき　その先の未来へ̶
地震防災を考える特集
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地震＝すぐに
避難所避難では
ないんだね !!

地震＝すぐに
避難所避難では
ないんだね !!

　専
門
家
は
言
い
ま
す
。

　「今
の
地
震
学
で
は
、
地
震
を

正
確
に
予
知
す
る
こ
と
は
難
し

い
。
た
だ
、次
の
地
震
に
向
け
て
、

日
々
、
そ
の
日
は
近
づ
い
て
い
る

こ
と
だ
け
は
明
確
だ
」
と
。

　予
測
さ
れ
る
「
南
海
ト
ラ
フ
巨

大
地
震
」
が
発
生
す
れ
ば
、
被
災

地
域
は
か
つ
て
無
い
ほ
ど
の
広
範

囲
と
な
り
、
県
内
で
の
死
者
は
20

万
人
を
越
え
る
と
想
定
さ
れ
て
い

ま
す
。

　ま
た
、
仮
に
長
期
間
の
避
難
所

生
活
に
な
っ
た
場
合
、
肉
体
的
に

も
精
神
的
に
も
大
き
な
負
担
が
生

じ
ま
す
。

　皆
さ
ん
「
巨
大
地
震
を
自
分
の

こ
と
と
し
て
イ
メ
ー
ジ
」
し
て
く

だ
さ
い
。

　そ
し
て
、
自
分
自
身
が
何
を
す

べ
き
か
想
像
し
、
今
す
ぐ
行
動
を

起
こ
し
ま
し
ょ
う
。

　大
切
な
命
を
守
る
た
め
に…

。

　専
門
家
は
言
い
ま
す
。
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の
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、
県
内
で
の
死
者
は
20

万
人
を
越
え
る
と
想
定
さ
れ
て
い

ま
す
。

　ま
た
、
仮
に
長
期
間
の
避
難
所

生
活
に
な
っ
た
場
合
、
肉
体
的
に

も
精
神
的
に
も
大
き
な
負
担
が
生

じ
ま
す
。

　皆
さ
ん
「
巨
大
地
震
を
自
分
の

こ
と
と
し
て
イ
メ
ー
ジ
」
し
て
く

だ
さ
い
。

　そ
し
て
、
自
分
自
身
が
何
を
す

べ
き
か
想
像
し
、
今
す
ぐ
行
動
を

起
こ
し
ま
し
ょ
う
。

　大
切
な
命
を
守
る
た
め
に…

。

「
共
助
」 

〜
命
を
救
う
の
は「
地
域
の
防
災
力
」
「
公 

助
」 

〜「
生
命・財
産
」を
守
る
た
め

「
公 

助
」 

〜「
生
命・財
産
」を
守
る
た
め

家
屋
の
中
か
ら
多
く
の
人
が
地
域
の
住

民
の
手
に
よ
り
助
け
ら
れ
た
こ
と
が
報

告
さ
れ
て
い
ま
す
。

　日
ご
ろ
か
ら
、
近
所
の
方
と
顔
が
わ

か
る
関
係
を
築
い
て
お
く
こ
と
。ま
た
、

救
出
救
助
に
必
要
な
機
材
の
使
い
方
な

ど
を
「
防
災
訓
練
」
に
参
加
し
て
、
習

得
し
て
い
く
こ
と
も
重
要
で
す
。

　「普
段
で
き
な
い
こ
と
は
、
本
番
で

は
絶
対
に
で
き
な
い
！
」
被
災
者
の

方
々
が
口
々
に
言
っ
て
い
ま
し
た
。

　「共
助
」
と
は
、
地
域
の
皆
さ
ん
で

災
害
発
生
時
に
力
を
合
わ
せ
て
助
け
合

う
こ
と
で
す
。
防
災
の
基
本
は「
自
助
」

で
す
が
、
個
々
の
力
だ
け
で
は
限
界
が

あ
り
ま
す
。
ま
た
、
南
海
ト
ラ
フ
巨
大

地
震
の
よ
う
な
広
域
的
な
大
規
模
災
害

が
発
生
し
た
場
合
、
地
元
の
消
防
や
警

察
、
役
場
の
救
助
（
公
助
）
に
も
同
様

に
限
界
が
あ
り
ま
す
。

　阪
神
淡
路
大
震
災
で
は
、
倒
壊
し
た

「
共
助
」
自
分
た
ち
の

地
域
は
自
分
た
ち
が
守
る

　災
害
時
、
的
確
か
つ
迅
速
に
対
応
す
る
た
め

防
災
機
能
を
集
約
・
強
化
し
た
拠
点
施
設
「
防

災
セ
ン
タ
ー
」
が
完
成
し
ま
し
た
。

※

多
目
的
室
で
は
今
後
、
防
災
に
関
す
る
住
民
向
け

　の
各
種
啓
発
事
業
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

防
災
セ
ン
タ
ー
完
成

防 

災 

機 

能 

集 

約

▲防災倉庫

▲災害対策本部

▲多目的室

施設概要
地域防災課 ３Ｆ
災害対策本部室
会議室
防災倉庫　１・２Ｆ
多目的室 １Ｆ

「
日
常
」が「
非
日
常
」に
な
る

　
　
　
　「そ
の
日
」に
備
え
て

「
日
常
」が「
非
日
常
」に
な
る

　
　
　
　「そ
の
日
」に
備
え
て

＜地震発生後の避難の流れ＞
地震発生

※自宅から避難する場合は、避難先を書置きや自治会へ
　伝えてください。
※避難所ではルールを守り、助け合いの心で生活しましょう。

被害のない
親戚や友人宅へ

広域避難所へ
（町内の小学校・中学校、知徳高校）

　地域での対応が困難になったら

公民館などの
区指定の避難所へ

自宅に被害がある 自宅に被害がない

自宅で生活

　地域の一員として防災活動に
参加してください。

（参考・参照）静岡県 資料
•地震防災ガイドブック
•自主防災新聞

●問い合わせ●　地域防災課　☎989-5505

各区で決められた防災計画による安全確認を行ってください。

今こそ 想定外を「想定」するとき　その先の未来へ̶
地震防災を考える特集
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2018.12.15号  広報ながいずみ11



広報ながいずみ  2018.12.15号 12

ス
ポ
ー
ツ
リ
ー
ダ
ー
養
成
講
座
を
開
催
し
ま
す

消
防
出
初
式
と
写
真
コ
ン
テ
ス
ト
を
開
催
し
ま
す

情報ステーション+プラス
　
消
防
団
や
消
防
署
が
火
災
ゼ
ロ
を
誓

う
「
消
防
出
初
式
」
を
行
い
ま
す
。
ぜ

ひ
、
お
越
し
く
だ
さ
い
。

と　
き
／
平
成
31
年
１
月
13
日
㈰　

■
式
典

時　
間
／
午
後
１
時
～
２
時
10
分

と
こ
ろ
／
ウ
ェ
ル
ピ
ア
な
が
い
ず
み

■
パ
レ
ー
ド・女
性
軽
可
搬
ポ
ン
プ
操
法

　
（
雨
天
中
止
）

時　
間
／
午
後
２
時
20
分
～
３
時（
予
定
）

と
こ
ろ
／
長
泉
中
央
グ
ラ
ウ
ン
ド

■
祈
念
放
水
（
小
雨
決
行
）

時　
間
／
午
後
３
時
30
分
～
３
時
40
分

と
こ
ろ
／
黄
瀬
川
河
川
敷（
北
中
西
側
）

消
防
出
初
式
写
真
コ
ン
テ
ス
ト

テ�

ー
マ
／
消
防
出
初
式
の
伝
統
・
魅
力

を
と
ら
え
た
写
真

募�

集
部
門
／
①
式
典
の
部
、
②
パ
レ
ー

ド
の
部
、
③
祈
念
放
水
の
部

応
募
点
数
／
各
部
門
１
人
１
点

応
募
期
限
／
１
月
31
日
㈭
（
必
着
）

応�

募
方
法
／
写
真
の
裏
面
に
住
所
、
氏

名
、
電
話
番
号
、
応
募
部
門
を
明
記

し
、
地
域
防
災
課
「
写
真
コ
ン
テ
ス

ト
係
」
へ
提
出
（
送
付
可
）

応
募
サ
イ
ズ
／
カ
ラ
ー
四
ツ
切
り

　

�（
ワ
イ
ド
可
、デ
ジ
タ
ル
プ
リ
ン
ト
可
。

た
だ
し
、
日
付
入
り
は
不
可
）

賞
／

　
部
門
ご
と
に
大
賞
・
優
秀
賞
各
１
人

※�

入
賞
者
に
は
通
知
し
、
粗
品
を
贈
呈

し
ま
す
。

応
募
上
の
注
意
／

・�

作
品
は
本
人
の
撮
影
し
た
も
の
に
限

り
ま
す
。

・�

応
募
作
品
の
版
権
は
主
催
者
側
に
帰

属
し
ま
す
。

・�
応
募
作
品
と
併
せ
て
デ
ジ
タ
ル
フ
ォ

ト
デ
ー
タ
の
提
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

・�
応
募
さ
れ
た
写
真
は
返
却
で
き
ま

せ
ん
。

・�

人
物
な
ど
の
被
写
体
に
関
す
る
肖
像

権
は
、
応
募
者
の
責
任
に
お
い
て
必

ず
了
承
を
得
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

・�

撮
影
時
に
式
典
な
ど
の
妨
げ
と
な
ら

な
い
よ
う
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

・�

応
募
作
品
は
町
や
消
防
署
が
行
う
広

報
活
動
な
ど
に
使
用
す
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

■
第
１
回
、
第
２
回

　
カ
ラ
ダ
を
動
か
し
て
コ
コ
ロ
も
育
て
る

「
幼
児
期
・
小
学
校
期
の
運
動
あ
そ
び
」

　
①
講
義
、
②
実
習

と　
き
／
①
平
成
31
年
２
月
５
日
㈫

②
３
月
８
日
㈮
午
後
７
時
～
８
時
30
分

講　
師
／
笹
倉
慎
吾
さ
ん

　

�（
ミ
ズ
ノ
㈱
健
康
運
動
指
導
士
）

内�　
容
／
体
力・学
力
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
力
を
高
め
る「
運
動
あ
そ
び
」

に
つ
い
て
、
成
長
段
階
に
合
わ
せ
た

考
え
方
と
方
法
を
学
ぶ

■
第
３
回

　

�

今
日
か
ら
で
き
る
最
高
の
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
の
た
め
の
栄
養
戦
略

　
～
ジ
ュ
ニ
ア
期
・
初
心
者
編
～

と　
き
／
２
月
15
日
㈮

　
午
後
７
時
～
８
時
30
分

講　
師
／
勝
又　
瞳
さ
ん

　
（
エ
ー
ム
サ
ー
ビ
ス
㈱
管
理
栄
養
士
）

内�　
容
／
ス
ポ
ー
ツ
と
栄
養
に
つ
い
て

解
説
す
る

■
第
４
回

　

�「
し
つ
も
ん
」メ
ン
タ
ル
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

　
（
幼
児
期
～
高
校
生
）

と　
き
／
３
月
12
日
㈫

　
午
後
７
時
～
８
時
30
分

講�　
師
／
堂
森
勝
利
さ
ん
（
ミ
ズ
ノ
ス

ポ
ー
ツ
サ
ー
ビ
ス
㈱
日
本
サ
ッ
カ
ー

協
会
公
認
Ｂ
級
指
導
者
ラ
イ
セ
ン
ス
）

内�　
容
／
子
ど
も
の
「
質
問
」
に
対
す

る
大
人
の
関
わ
り
方
、
メ
ン
タ
ル
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
に
つ
い
て
学
ぶ

■
共
通
事
項

と
こ
ろ
／
ウ
ェ
ル
ピ
ア
な
が
い
ず
み

定　
員
／
各
回
50
人
（
先
着
順
）

参
加
料
／
無
料

対�　
象
／
18
歳
以
上
で
運
動
ス
ポ
ー
ツ

の
指
導
者
ま
た
は
指
導
者
を
目
指
す

方
、
保
護
者
な
ど

※�

幼
稚
園
教
諭
、
保
育
士
、
小
・
中
・

高
等
学
校
教
諭
も
参
加
で
き
ま
す
。

※
高
校
生
は
参
加
で
き
ま
せ
ん
。

※�

お
子
さ
ん
を
連
れ
て
の
参
加
は
で
き

ま
せ
ん
。

持�

ち
物
／
筆
記
用
具
、室
内
シ
ュ
ー
ズ
、

飲
み
物
、
運
動
の
で
き
る
服
装

　
（
第
２
回
の
み
）

申
込
開
始
／

・�

町
内
在
住・在
勤
の
方　
12
月
25
日
㈫

・�

町
外
の
方　
平
成
31
年
１
月
15
日
㈫

申�

込
方
法
／
窓
口
で
直
接
、
ま
た
は
電

話
で
申
し
込
む

※�

駐
車
場
台
数
に
限
り
が
あ
り
ま
す
の

で
、
徒
歩
や
自
転
車
等
で
の
来
場
に

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問　
健
康
増
進
課　
☎
989

-

5
5
7
5�

問　
地
域
防
災
課　
☎
989

-

５
５
０
５

　
〒
411

-

８
６
６
８　
中
土
狩
８
２
８

■
応
募
作
品
を
展
示
し
ま
す

と　
き
／
２
月
15
日
㈮
～
19
日
㈫　

と
こ
ろ
／
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
な
が
い
ず
み
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町
内
公
共
施
設
年
末
年
始
の
開
庁
・
休
館
日
を

お
知
ら
せ
し
ま
す

町
の
財
政
事
情
の
公
表
（
９
月
30
日
現
在
）

平
成
30
年
度
（
４
月
～
９
月
）
予
算
執
行
状
況

情報ステーション+プラス
12/28
㈮

12/29
㈯

12/30
㈰

12/31
㈪

１/１
㈷

１/２
㈬

１/３
㈭

１/４
㈮

役場
コミュニティながいずみ
（町民図書館※１、コミュニティセンター、
文化財展示館、町営駐車場）

※２ ※２

健康公園（ウェルピアながいずみ、
長泉中央グラウンド、ミニ運動場） ※２ ※２

各種体育施設※３

ベルフォーレ
福祉会館・いずみの郷
南部地区センター ※４ ※４
パルながいずみ
子育て支援センターみかんちゃん
焼却場※５

桃沢各施設

歳　
入

区分 予算総額 収入率
（%）収入済額

町　税 99億600万円 51.651億953万４千円
そのほかの
自主財源

17億8,444万９千円 51.2９億1,405万５千円
国庫・県
支出金

22億2,780万円 29.4６億5,538万６千円

町　債 ２億円 　0.0０円
そのほかの
依存財源

11億4,800万円 52.6６億360万８千円

合　計 152億6,624万９千円 47.772億8,258万３千円

歳　
出

区分 予算総額 執行率
（%）支出済額

民生費 52億8,989万５千円 47.425億959万９千円

総務費 22億3,932万２千円 30.2６億7,630万５千円

教育費 21億1,777万２千円 32.3６億8,339万８千円

土木費 21億642万６千円 33.4７億345万１千円

そのほか 35億1,283万４千円 30.810億8,206万７千円

合　計 152億6,624万９千円 37.056億5,482万円

区分 予算総額 収入済額
支出済額

国民健康
保険事業 36億3,203万６千円 16億4,623万円

13億4,048万５千円
後期高齢
者医療 ７億8,906万７千円 ４億8,156万円

３億3,259万９千円
介護保険
事業 27億409万９千円 12億3,634万８千円

10億8,190万１千円
土地取得
事業 37万円 ０円

０円

区分 予算総額 収入・支出済額

水
道
事
業

収益的
（運営面）

収入�５億2,200万円 収入�２億3,589万７千円
支出�４億5,400万円 支出� 8,203万２千円

資本的
（設備面）

収入� 5,100万円 収入� 1,760万６千円
支出�２億9,800万円 支出� 3,443万７千円

下
水
道
事
業

収益的
（運営面）

収入�７億9,400万円 収入� ３億359万２千円
支出�７億9,400万円 支出� ２億６万８千円

資本的
（設備面）

収入�４億3,500万円 収入�１億9,670万６千円
支出�５億5,500万円 支出�１億4,656万３千円

※１　�休館中の本の返却は図書館北側の返却ポストへ、CD・DVDは開館日にカウンターへ返却してください。
※２　�生涯学習課、健康増進課の業務は行っています。貸館の受付は行っていません。
　　　�12月27日㈭、ウェルピアながいずみ内の温水プールの営業時間は午前９時30分～午後４時30分にな

ります。
※３　�竹原グラウンド、中土狩テニスコートは12月29日㈯、30日㈰、１月２日㈬、３日㈭に臨時開放します。

詳細は14ページをご覧ください。
※４　�住民票発行・貸館の受付などの窓口業務は行っています。貸館の受付は行っていません。
※５　�受付時間は、12月28日㈮、１月４日㈮は午前８時30分～午後４時30分、12月29日㈯は午前８時30分

～午後３時30分です。

問　
行
政
課　
☎
989

-

５
５
０
０

＝通常の開庁・開館日 ＝年末年始閉庁・休館日

　
財
政
白
書
は
、
役
場
・
西
館
２
階
の
情
報

公
開
コ
ー
ナ
ー
で
閲
覧
で
き
ま
す
。

問　企画財政課　☎989-5503

一般会計

特別会計 企業会計（水道事業、下水道事業）
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information

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

情報ステーション

　
各
区
の
収
集
日
を
確
認
し
て
、
指
定

さ
れ
た
日
の
午
前
８
時
ま
で
に
出
し
て

く
だ
さ
い
。

年
末
最
後
の
収
集
日

■
月
・
木
コ
ー
ス

燃
や
せ
る
ご
み
／
12
月
30
日
㈰

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
／
12
月
31
日
㈪

■
火
・
金
コ
ー
ス

燃
や
せ
る
ご
み
／
12
月
28
日
㈮

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
／
12
月
31
日
㈪

新
年
の
収
集
開
始
日

■
月
・
木
コ
ー
ス

燃
や
せ
る
ご
み
／
平
成
31
年
１
月
７
日
㈪

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
／
１
月
９
日
㈬

■
火
・
金
コ
ー
ス

燃
や
せ
る
ご
み
／
１
月
４
日
㈮

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
／
１
月
９
日
㈬

※�

燃
や
せ
な
い
ご
み
、
資
源
物
、
ペ
ッ

ト
ボ
ト
ル
、有
害
ご
み
の
収
集
日
は
、

家
庭
ご
み
収
集
カ
レ
ン
ダ
ー
の
と
お

り
で
す
。

■�

年
末
に
ご
み
を
焼
却
場
へ
直
接
持
ち

込
む
こ
と
が
で
き
ま
す

と　
き
／
12
月
29
日
㈯

　
午
前
８
時
30
分
～
午
後
３
時
30
分

※�

ご
み
は
必
ず
分
別
し
て
持
ち
込
ん
で

　
平
成
30
年
１
月
２
日
以
降
に
、
課
税

対
象
に
な
っ
て
い
る
家
屋
の
取
り
壊
し

や
所
有
権
の
移
転
を
し
た
方
で
、
ま
だ

「
取
り
壊
し
届
」
や
「
所
有
権
移
転
届
」

を
提
出
し
て
い
な
い
方
は
、
届
け
出
を

し
て
く
だ
さ
い
。

持
ち
物
／

　

�

印
鑑
、
解
体
証
明
書
（
取
り
壊
し
届

　
町
の
下
水
道
の
接
続
率
は
年
々
上

が
っ
て
い
ま
す
が
、
一
部
で
は
ま
だ
接

続
さ
れ
て
い
な
い
家
屋
も
あ
り
ま
す
。

　
下
水
道
へ
接
続
す
る
こ
と
で
、
側
溝

や
水
路
の
臭
気
が
解
消
さ
れ
、
河
川
な

ど
の
環
境
保
全
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

接
続
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
な
お
、
下
水
道
の
接
続
工
事
は
町
排

水
設
備
指
定
工
事
店
が
行
う
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま

た
は
上
下
水
道
課
で
確
認
で
き
ま
す
の

と　
き
／
12
月
29
日
㈯
、
30
日
㈰
、

　
平
成
31
年
１
月
２
日
㈬
、
３
日
㈭
、

　
午
前
９
時
～
午
後
３
時

※�

12
月
28
日
㈮
、
31
日
㈪
、

　
１
月
１
日
㈷
、４
日
㈮
は
休
場
で
す
。

■
竹
原
グ
ラ
ウ
ン
ド

対　
象
／

　
個
人
ま
た
は
少
人
数
の
グ
ル
ー
プ

　
（
団
体
利
用
は
不
可
）

使
用
料
／
無
料

※
直
接
、
会
場
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

■
中
土
狩
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

使
用
料
／
２
０
０
０
円
（
２
時
間
）

　
（
町
外
の
方
は
３
０
０
０
円
）

申
込
期
限
／
12
月
27
日
㈭
（
先
着
順
）

申
込
場
所
／
勤
労
者
体
育
セ
ン
タ
ー

※
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問　
体
育
協
会　
☎
987

-

５
８
５
９

　
住
民
情
報
シ
ス
テ
ム
の
変
更
に
伴
い

12
月
25
日
㈫
か
ら
住
民
票
な
ど
の
各
種

証
明
書
の
様
式
が
変
更
に
な
り
ま
す
。

　
証
明
内
容
に
変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
。

詳
細
は
、
証
明
書
を
発
行
す
る
各
担
当

課
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問　
企
画
財
政
課　
☎
989

-

５
５
０
４

く
だ
さ
い
。

※�

町
民
で
あ
る
こ
と
を
確
認
で
き
る
よ

う
、
免
許
証
な
ど
の
身
分
証
明
書
を

持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

■
年
末
・
年
始
の
休
業
期
間

と　
き
／
12
月
30
日
㈰
～
１
月
３
日
㈭

問　
焼
却
場　
☎
986

-

８
３
９
３

　
気
温
が
マ
イ
ナ
ス
４
℃
以
下
に
な
る

と
、
屋
外
に
む
き
出
し
に
な
っ
て
い
る

水
道
管
が
凍
り
、
破
裂
す
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。水
道
管
を
乾
い
た
布
で
包
み
、

そ
の
上
に
ビ
ニ
ー
ル
テ
ー
プ
を
巻
く
な

ど
の
凍
結
防
止
策
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

乾いた布

ビニール
テープ

問　
上
下
水
道
課　
☎
989

-

５
５
２
４

で
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問　
上
下
水
道
課　
☎
989

-

５
５
２
４

を
提
出
す
る
場
合
）

※�

所
有
権
移
転
届
は
そ
の
ほ
か
必
要
な

書
類
が
あ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
詳

細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

提
出
期
限
／
平
成
31
年
１
月
31
日
㈭

提
出
場
所
／
税
務
課

※�

登
記
さ
れ
た
家
屋
で
、
法
務
局
へ
滅

失
・
所
有
権
移
転
登
記
を
さ
れ
た
も

の
は
届
け
出
は
不
要
で
す
。

問　
税
務
課　
☎
989

-

５
５
０
８

水
道
管
の
凍
結
に
ご
注
意
く
だ
さ
い

公
共
下
水
道
の
接
続
に

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

未
登
記
家
屋
の
取
り
壊
し
や

所
有
権
の
移
転
を
し
た
方
は

届
け
出
を
お
願
い
し
ま
す

竹
原
グ
ラ
ウ
ン
ド
と

中
土
狩
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
を

年
末
年
始
に
臨
時
解
放
し
ま
す

年
末
年
始
の
ご
み
収
集
日
を

お
知
ら
せ
し
ま
す

各
種
証
明
書
の
様
式
を

変
更
し
ま
す
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wanted

募
集

　

募
集

　

bulletin 

board

掲
示
板

掲
示
板

●掲示板に掲載を希望される方は、次のことにご注意ください●
①原稿には「とき、ところ、内容、対象、定員、参加費、申込期限、問い合わせ先、電話番号」を記載してください。②開催日、申込期限は、
広報発行日の10日以降に設定してください。③掲載は町内で無料で開催されるものを優先させていただきます。④情報は紙面の都合上、内容の
省略および掲載できない場合があります。⑤原稿の提出期限は掲載を希望する広報発行日の１カ月前とさせていただきます。

　
来
年
10
月
１
日
か
ら
消
費
税
率
が

10
%
に
引
き
上
げ
ら
れ
、
そ
れ
と
同
時

に
消
費
税
軽
減
税
率
制
度
が
実
施
さ
れ

ま
す
。
中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者
な

ど
で
、
複
数
税
率
対
応
レ
ジ
の
導
入
や

受
注
シ
ス
テ
ム
の
改
修
な
ど
が
必
要
と

な
る
場
合
、
こ
れ
に
要
す
る
経
費
の
一

部
を
補
助
す
る
国
の
制
度
が
あ
り
ま
す
。

ぜ
ひ
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※�

詳
細
は
、
軽
減
税
率
対
策
補
助
金
事

務
局
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（h

ttp
://

kzt-hojo.jp/

）を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問　
中
小
企
業
庁　
軽
減
税
率
対
策

　
補
助
金
事
務
局
申
請
窓
口

　
☎
０
５
７
０

-

0
8
1

-

２
２
２

募
集
住
宅
／

　
尾
尻
住
宅
（
下
長
窪
41

-

1
）

　
屋
代
住
宅
（
上
長
窪
81

-

1
）

募
集
戸
数
／

尾
尻
住
宅

　
一
般
住
宅
（
２
Ｌ
Ｄ
Ｋ
）
…
１
戸

屋
代
住
宅

①
高
齢
者
世
話
付
住
宅
（
１
Ｄ
Ｋ
）

と　
き
／

　

�

平
成
31
年
１
月
15
日
㈫
、２
月
26
日
㈫

リ
ト
ミ
ッ
ク
ス
教
室

参
加
者
を
募
集
し
ま
す

　
町
で
は
、
生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
と
と
も
に
、
助
け
合
う
地
域
づ
く

り
を
進
め
て
い
ま
す
。
地
域
で
「
ち
ょ

う
ど
よ
く
暮
ら
す
」
た
め
に
何
が
必
要

か
、
一
緒
に
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

と　
き
／
平
成
31
年
２
月
５
日
㈫

　
午
後
１
時
～
午
後
３
時
30
分

と
こ
ろ
／
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
な
が
い
ず
み

定　
員
／
１
５
０
人
（
先
着
順
）

内�　
容
／
講
演
、
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
、
生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
の
取
り
組
み
紹
介

講　
師
／
堀
田　
力
さ
ん

　
（
さ
わ
や
か
福
祉
財
団
会
長
）

参
加
費
／
無
料

申
込
期
限
／
１
月
25
日
㈮

※�

窓
口
で
直
接
、
ま
た
は
電
話
で
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

問　
長
寿
介
護
課　
☎
989

-

5
5
3
7

「
消
費
税
軽
減
税
率
制
度
」
に

係
る
補
助
制
度
の
お
知
ら
せ

町
営
住
宅
入
居
者
を
募
集
し
ま
す

地
域
た
す
け
あ
い
フ
ォ
ー
ラ
ム

参
加
者
を
募
集
し
ま
す

募
集
人
数
／
１
人

任
用
開
始
／
平
成
31
年
４
月
１
日

勤
務
時
間
／
午
前
８
時
15
分
～
午
後
５
時

受
験
資
格
／
栄
養
士
の
資
格
が
あ
る
方

※
書
類
選
考
、
面
接
が
あ
り
ま
す
。

給　
与
／
月
給
16
万
５
７
０
０
円

※
社
会
保
険
の
適
用
が
あ
り
ま
す
。

申
込
期
限
／
１
月
９
日
㈬

申
込
方
法
／
こ
ど
も
未
来
課
に
履
歴
書

　
と
資
格
（
写
し
）
を
提
出

問　
こ
ど
も
未
来
課　
☎
989

-

５
５
２
８

町
立
保
育
園
臨
時
職
員（
栄
養
士
）

を
募
集
し
ま
す

　
新
春
の
恒
例
行
事
、稲
荷
神
社
の
ど
ん

ど
ん
焼
き
を
行
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
お
越

し
く
だ
さ
い
。

と　
き
／
平
成
31
年
１
月
14
日
㈷

　
午
前
10
時
30
分

と
こ
ろ
／
割わ

り

狐こ

塚づ
か

稲
荷
神
社

■
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
の
体
験
も
で
き
ま
す

定　
員
／
20
人
（
先
着
順
）

参
加
費
／
３
０
０
円

申
込
方
法
／

　
Ｅ
メ
ー
ル
で
申
し
込
む

問　
割わ

り

狐こ

塚づ
か

稲
荷
神
社

　
☎
989

-

４
９
０
４

　

naga2_50@
yahoo.co.jp

ど
ん
ど
ん
焼
き
に

あ
そ
び
に
お
い
で
！

　
60
歳
以
上
の
単
身
世
帯
…
１
戸

②
高
齢
者
世
話
付
住
宅
（
２
Ｄ
Ｋ
）

　

�

60
歳
以
上
の
夫
婦
の
み
の
世
帯
（
い

ず
れ
か
が
60
歳
以
上
の
世
帯
を
含
む
）、

　

�

ま
た
は
60
歳
以
上
の
親
族
の
み
の
２

人
で
構
成
さ
れ
る
世
帯
…
１
戸

家　
賃
／

　
入
居
者
の
所
得
な
ど
に
よ
り
決
定

募
集
案
内
配
布
期
間
／
12
月
17
日
㈪
～

　
平
成
31
年
１
月
11
日
㈮

入
居
申
込
受
付
期
間
／

　
12
月
25
日
㈫
～
1
月
11
日
㈮

※
入
居
に
は
条
件
が
あ
り
ま
す
。

※�
申
込
者
多
数
の
場
合
は
、
１
月
下
旬

に
抽
選
会
を
行
い
ま
す
。

入
居
時
期
／
２
月
中
を
予
定

※
詳
細
は
募
集
案
内
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問　
建
設
計
画
課　
☎
989

-

5
5
2
0

　
午
前
９
時
30
分
～
10
時
30
分

と
こ
ろ
／
勤
労
者
体
育
セ
ン
タ
ー

対　
象
／

　

�

町
内
在
住
の
１
歳
６
カ
月
～
３
歳
児

と
そ
の
保
護
者

定　
員
／
20
組
（
先
着
順
）

参
加
費
／
無
料

申
込
期
限
／
１
月
９
日
㈬

※�

窓
口
で
直
接
、
ま
た
は
電
話
で
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

問　
体
育
協
会　
☎
987

-

５
８
５
９
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本でブレイク 新 着 本 紹 介

〈
川
柳
さ
く
ら
〉

投稿（11月分）

川　柳

「長泉の文芸」では、皆さんからの俳句・短歌・
川柳などをお待ちしています。投稿多数の場合
は、初めての方を優先させていただきます。
〒411‐8668　行政課「長泉の文芸」係あて

（電話番号を忘れずに記入してください）
※ 視覚障がいの方のために広報紙の朗読をし

ています。すべての漢字にふりがなと、短歌
では区切りを１文字あけてください。

長泉の文芸

お
日
さ
ま
と
勝
負
し
て
い
る
霜
柱�

中
村
虚
路
狸
（
納
米
里
）

決
め
ら
れ
ぬ
二
人
の
背
中
押
し
て
や
る�

遠
藤
ま
つ
ゑ
（
下
長
窪
）

Ｓ
Ｌ
と
新
幹
線
が
併
走
す�

風
間
恵
子
（
鮎
　
壺
）

痒
く
な
い
所
を
か
い
て
来
る
テ
レ
ビ�

勝
亦
武
子
（
下
長
窪
）

持
ち
帰
る
り
ゅ
う
ぐ
う
か
ら
の
玉
手
箱�

林
重
勝
（
池
　
田
）

平
静
の
つ
も
り
の
顔
が
赤
く
な
る�

山
口
季
楽
々
（
駅
　
中
）

私
が
居
直
る
　
焼
酎
三
杯
目�

米
山
明
日
歌
（
駅
　
中
）

反
撃
は
キ
ン
カ
ン
塗
っ
て
か
ら
に
す
る�

中
前
棋
人
（
池
　
田
）

腰
曲
げ
て
栗
む
く
妻
に
心
よ
り�

上
白
佐
藤
（
駅
　
中
）

皇す
め
ら
ぎを
迎
へ
し
駅
に
花
活
け
て

　
相
手
の
中
に
我
も
並
び
ぬ�

島
田
英
子
（
中
土
狩
）

「
泣
い
ち
ゃ
駄
目
」
虐
め
を
受
け
た
貴
方
に
は

　
必
ず
咲
く
よ
大
輪
の
花�

足
立
信
雄
（
鮎
　
壺
）

導
か
れ
還
暦
の
友
と
再
会
す

　
継
ぎ
し
四
ツ
溝
慈
育
の
柿
味�

笹
谷
淳
子
（
上
土
狩
）

物
故
者
と
記
さ
れ
し
友
を
忍
び
つ
つ

　
見
つ
け
た
写
真
セ
ピ
ア
色
な
り�

田
上
芳
子
（
納
米
里
）

温
暖
化
四
季
の
恵
み
を
加
速
さ
せ�

古
谷
清
敏
（
　
原
　
）

秋
灯
火
ひ
ね
も
す
秩
序
の
な
い
読
書�

間
藤
衣
代
子
（
駿
河
平
）

弱
き
妻
着
ぶ
く
れ
し
て
も
細
き
け
り�

勝
又
郁
男
（
惣
ヶ
原
）

終
活
で
婚
活
希
望
と
書
く
八
十
路�

神
山
み
ど
り
（
中
土
狩
）

Ｏ
・
Ｍ
・
Ｃ
・
Ａ
老
後
は
長
い
歌
お
う
ぜ�

石
川
演
美
（
シ
ャ
リ
エ
中
土
狩
）

■一般書
■男の子がひとりでできる「片づけ」
　もう朝バタバタしないガミガミ言わなくていい　中村佳子著／KADOKAWA
■あなたの老いは舌から始まる
　今日からできる口の中のケアのすべて　菊谷武著／NHK出版
■日本のカッコいい公務員図鑑　なりたい職業No.1　秋山謙一郎監修／主婦の友社
■カサンドラのお母さんの悩みを解決する本
　発達障害の夫に振り回されないために　宮尾益知監修／河出書房新社
■少女たちは夜歩く　宇佐美まこと著／実業之日本社
■一緒にお墓に入ろう　江上剛著／扶桑社
■龍華紀　澤田瞳子著／KADOKAWA
■草原のコック・オー・ヴァン　柴田よしき著／文藝春秋

町民図書館（コミュニティながいずみ１階）　☎988-7801
開館時間／９：00～18：00
休館日／毎週月曜日（祝・休日を除く）、毎月第１木曜日
　（１、５、８月を除く）、年末年始（12月28日㈮～１月４日㈮）

■児童書
■メリークリスマス　世界の子どものクリスマス
　Ｒ.Ｂ.ウィルソン文　市川里美画／ＢＬ出版
■そうだったのか！歴史人物なぞのなぞ　楠木誠一郎作　春原弥生マンガ／静山社
■まるごとさつまいも　八田尚子構成・文　野村まり子構成・絵／絵本塾出版
■５回で折れる季節と行事のおりがみ４　ふゆ
　いしかわまりこ作／汐文社
■天からの神火　久保田香里作　小林葉子絵／文研出版
■ぼうけんはバスにのって　いとうみく作　山田花菜絵／金の星社
■ぼく、アーサー　井上こみち文　堀川理万子絵／アリス館
■どんどんばしわたれ　こばやしえみこ案　ましませつこ絵／こぐま社

１月のおはなし会開催日のお知らせ
　火ようおはなし会　第２火曜日　10：30～11：00
　　１月８日
　土ようおはなし会　毎週土曜日　14：00～14：45
　　１月12日　19日　26日
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ま ち の デ ー タ

の1月 相
　談

ご 減み 量大 戦作！！！！～み
んなの

意識で

～み
んなの

意識で

ごみ
を減らそう～

ごみ
を減らそう～

平成29年度のごみ・資源物の量はどれくらい？

　平成29年度は平成28年度に比べて、ごみ処理量
が減少しました。町民や事業者の皆さん、日ごろ
からごみの分別や資源化にご協力いただきありが
とうございます。

（12月１日現在）
総人口（うち外国人）
男　性／21,664人（196人）
女　性／21,907人（203人）
合　計／43,571人（399人）
世帯数／18,251世帯（202世帯）
出　生／38人
死　亡／31人

前月比
−５（ ４ ）
12 （−１）
７ （ ３ ）
５ （ ５ ）

救急出場件数（11月）／151件
（急病96件・交通事故17件・そのほか38件）
火災発生件数（11月）／０件

（建物０件・車両０件・そのほか０件）
災害テレホンサービス／☎983‐0105
人身交通事故発生件数（11月）／30件

（傷者37人・死者０人）

転　入／169人（県内から120人、県外などから49人）
転　出／167人（県内へ107人、県外などへ60人）

　適切に処理された紙類、衣類、鉄くず、生きびん、
廃食用油などは売却し、年間約1200万円の収入に
なります。このお金は、ごみ処理費用の一部にな
りますので、紙類などの資源化にご協力をお願い
します。

ごみの種類 Ｈ28 Ｈ29 増減
燃やせるごみ 7,963 7,778 －185
埋立ごみ 412 416 ＋４
資源物 2,594 2,492 －102
合計 10,969 10,686 －283

ごみ排出量の比較（単位：トン）

※★は事前予約制です。

相談の種類 と　　き ところ・問い合わせ
総合相談 平日９：00～16：00

役場
☎989−5501（総合相談室）

★法律相談 16日㈬13：00～16：00　予約開始１月４日㈮
★多重債務相談 ９日㈬13：30～16：30　予約期限８日㈫
交通事故相談 ８日㈫、22日㈫10：00～15：00
人権相談　 18日㈮10：00～15：00
行政相談 ８日㈫、25日㈮９：00～16：00
★経営相談 ①11日㈮②25日㈮９：00～16：00

予約期限①４日㈮②15日㈫
役場

☎986−0685（商工会）
消費生活相談 平日９：00～16：00 役場

☎989−5514（くらし環境課）
★障がい者相談 15日㈫10：00～15：00 役場

☎989−5512（福祉保険課）
乳幼児健康相談 17日㈭９：00～11：00 ウェルピアながいずみ

☎986−8760（健康増進課）成人健康相談
★栄養相談 平日９：30～15：30
★暮らしの相談（法律） 22日㈫10：00～15：00　予約開始12月26日㈬ 福祉会館・いずみの郷

☎987−7680（社会福祉協議会）福祉総合相談 平日８：15～17：00
身体障害者相談 22日㈫10：00～15：00 福祉会館

☎987−7680（身体障害者福祉会）
ひまわり〈青少年〉相談 毎週火～土曜日９：00～16：00 コミュニティながいずみ

☎989−7830（ひまわり相談室）
犯罪被害者等支援相談 平日８：30～17：15 役場

☎989−5500（行政課）
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発行／長泉町役場　編集／行政課　☎055‐989‐5500（直通）
〒411‐8668　静岡県駿東郡長泉町中土狩828
ホームページ…https://www.town.nagaizumi.lg.jp　Eメール…gyousei@nagaizumi.org

協力医が変更される場合がありますので
事前に電話で確認してください。
救急協力医テレホンサービス
☎055－983－0115

こ
の
広
報
紙
は
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

沼津夜間救急医療センター
☎ 055－926－8699
沼津市日の出町1－15

三島メディカルセンター
☎ 055－972－0711
三島市南本町4－31

外科・内科・小児科 外科・内科・小児科

　　　　　平　日　20：30～翌朝７：00
土、日、祝・休日　18：00～翌朝７：00

　　　平　日　18：00～22：00
　　　土曜日　14：00～21：00
日、祝・休日　９：00～21：00

平　日　　　17：00〜21：00
土曜日　　　正　午〜18：00
日、祝・休日　８：00〜18：00

外　科
平　日　　　17：00〜21：00
土曜日　　　正　午〜18：00
日、祝・休日　８：00〜18：00

内　科
平　日　　　17：00〜21：00
土曜日　　　正　午〜18：00
日、祝・休日　８：00〜18：00

小児科

１日㈷ 市立病院� （924）5100� 沼津市東椎路
高田クリニック�（962）1410� 沼津市仲町
なおきクリニック�（929）8555� 沼津市東椎路
裾野赤十字� （992）0008� 裾野市佐野

白十字小児科� （933）5111� 沼津市下香貫馬場

２日㈬ 聖隷沼津� （952）1000� 沼津市松下
さはこクリニック�（999）3850� 長泉町中土狩
杉山病院� （963）4114� 沼津市錦町
遠藤医院� （997）0533� 裾野市葛山

坂小児科� （931）3233� 沼津市下香貫前原

３日㈭ 瀬尾記念慶友� （935）1511� 沼津市下香貫島郷
岡田医院� （921）5321� 沼津市新宿町
池田病院� （986）1212� 長泉町本宿
おぐち医院� （992）6611� 裾野市深良

西村医院� （971）6510� 長泉町下土狩

４日㈮ 清水館医院� （993）2323� 裾野市茶畑 望星第一クリニック�（922）0222� 沼津市柳町 よざ小児科� （967）5722� 沼津市原

５日㈯ 池田病院� （986）1212� 長泉町本宿 大橋内科・小児科�（992）2800� 裾野市佐野 りゅうじん医院�（988）3133� 長泉町下土狩

６日㈰ 西方外科� （921）1333� 沼津市共栄町
御成橋栄クリニック�（952）2525� 沼津市八幡町

ひがしおかクリニック�（941）8269� 清水町柿田
あめみや内科� （935）1159� 沼津市吉田町
大庭クリニック�（995）1123� 裾野市佐野

まるやま小児科�（981）8577� 清水町堂庭

７日㈪ 田沢医院� （962）1205� 沼津市大手町 田沢医院� （962）1205� 沼津市大手町 さくま小児科� （992）6303� 裾野市茶畑
８日㈫ 酒井医院� （966）1755� 沼津市今沢 小林（米山町）医院�（921）2165� 沼津市米山町 すずきファミリー�（960）0333� 沼津市一本松
９日㈬ さくら胃腸科� （994）1008� 裾野市御宿 林（秀）医院� （931）1120� 沼津市住吉町 田中医院� （921）2053� 沼津市高島町

10日㈭ 池田病院� （986）1212� 長泉町本宿 鬼頭クリニック�（999）4810� 長泉町本宿 白十字小児科� （933）5111� 沼津市下香貫馬場
11日㈮ 五十嵐クリニック�（934）6700� 沼津市志下 つかだ医院� （983）1577� 清水町堂庭 杉谷小児科� （923）6543� 沼津市筒井町

12日㈯ 聖隷沼津� （952）1000� 沼津市松下 さとやまクリニック�（939）8031� 沼津市東原 西村医院� （971）6510� 長泉町下土狩

13日㈰ 駿東整形� （922）8855� 沼津市高沢町
守重医院� （931）2511� 沼津市我入道江川

かとう内科医院�（946）5562� 沼津市大岡
森本クリニック�（976）5221� 長泉町竹原
東名裾野病院� （997）0200� 裾野市御宿

よざ小児科� （967）5722� 沼津市原

14日㈷ こんどうクリニック�（925）2420� 沼津市岡宮
沼津整形� （921）3791� 沼津市共栄町

小林（今沢）医院�（966）7700� 沼津市今沢
きせがわ病院� （952）8600� 沼津市大岡
さくら胃腸科� （994）1008� 裾野市御宿

田中医院� （921）2053� 沼津市高島町

15日㈫ ひがしおかクリニック�（941）8269� 清水町柿田 高桑医院� （997）0486� 裾野市岩波 りゅうじん医院�（988）3133� 長泉町下土狩

月１日〜15日

救急協力医1

耳鼻科
８：00〜17：00

１日
㈷

なめり竹山耳鼻咽喉科
（980）4133　長泉町納米里

２日
㈬

わたなべ耳鼻咽喉科
0545（65）6787　富士市松岡

３日
㈭

内藤耳鼻咽喉科
（987）1717　長泉町桜堤

６日
㈰

田中耳鼻咽喉科
（975）0226　三島市中央町

13日
㈰

芹沢耳鼻咽喉科
（993）8000　裾野市茶畑

14日
㈷

しんふじ耳鼻咽喉科
0545（65）0600　富士市川成新町

眼　科
８：00〜17：00

１日
㈷

はとり眼科
（987）6789　長泉町中土狩

２日
㈬

三島総合病院
（975）3031　三島市谷田

３日
㈭

桑名眼科
（987）5575　長泉町下土狩

６日
㈰

吉村眼科内科
（984）1333　三島市長伏

13日
㈰

本田さくら眼科
（951）1365　沼津市大手町

14日
㈷

小野眼科
（929）1881　沼津市高島町

産婦人科
８：00〜17：00

１日
㈷

かやま産婦人科
（997）3551　裾野市岩波

２日
㈬

市立病院
（924）5100　沼津市東椎路

３日
㈭

聖隷沼津
（952）1000　沼津市松下

６日
㈰

小島レディース
（952）1133　沼津市大岡

13日
㈰

いながきレディース
（926）1709　沼津市宮前町

14日
㈷

関谷レディース
（968）6611　沼津市西椎路

歯　科
９：00〜15：00

１日
㈷

スマイル歯科医院
（997）1610　裾野市深良

２日
㈬

うさぎ歯科医院
（997）5918　裾野市葛山

３日
㈭

メイヨ歯科医院
（972）3846　清水町長沢

６日
㈰

おおしろ歯科医院
（973）2900　清水町新宿

13日
㈰

太田歯科医院
（972）1318　清水町長沢

14日
㈷

しんあい歯科医院
（973）6686　清水町伏見

※１／１～３については、外科・内科・小児科の診療時間は８：00～18：00です。


